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鈴木雅大 :FIC02008参加記

2008年8月25日"-'29日まで，ラテンアメリカ及びカリブ

海域諸国藻類学会 (PhycologySociety of Latin America and 

th巴Caribbean)の第8回国際大会と第6巨lイベロアメリカ藻類

会議 (VIIbero-American Phycological m巴eting)の合同大会

FIC02008 (Phycologyのスペイン語訳Ficologiaをもじった

もの)がぺルーの首都リマで開催された。中南米とカリブ海域

諸国から約100名の参加者が集い，日本からは著者，韓国から

はTaeOh Cho氏 (朝鮮大事校，光州1)の2名がアジア地域か

ら参加した。日本からリマまでは，アメリカ合衆国ヒューストン

で乗り継ぎ，行きは21n寺|間，帰りは261時間という長旅であった。
24日の夜11時に小ルへ・チャベス空港に到着し， Cho氏と共

にNataliaArakaki氏(ルイジアナ大学)の家に泊めて頂いた。

大会組織委員会がホテルを手配してくれていたが，大会会場と

なるサン ・マルコス大学へはタクシー以外に移動手段が無しミた

め，スペイン語の話せない著者やCho氏には付き添いが必要だ

ろうという Arakaki氏の配慮であった。笑際，リマの交通事情

は隣国のチリから来た参加者が苦言を呈するほど悪く，タクシー

は全て事前交渉のためスペイン語が分からないとどうして良い

か分からない。英語の適用度はかなり低く，看板等もスペイン

語のみでしか表記されないため，旅慣れた者でないと目的地に

正確に着くのは難しいだろうと感じた。

25日の朝8時半に会場に着いてみると受付の準備が出来てお

らず，開会式もそこそこに 1時間遅れで、発表が始まった。最初

の休憩1時間に入ってようやく受付が始まったものの，受付係がI

人しかいなかったため，参加者が長蛇の列を成し，手続き中に

次の発表が始まってしまった。ペルーで、行われた大会にふさわ

しく，参加者全員にハンドメイドの手さげバッグが配られた。ぺ

jレー独特の模i僚が施され，!怪くて使い勝手が良く，帰国後も使

用している。発表はスライ ドも合めてほとんどがスペイン語とポ

ルトガル語で，英語による発表は著者と Cho氏の2件のみで

あった。著者は夕方にポスターセッションを行った。この大会の

ポスターセッションは変わっていて 演者はパネルの前に立つの

ではなく，口頭発表のようにスライドを使い，発表|時間 10分で

順番に発表していくというものであった。スライドは，大会スタッ

プがデジタルカメラで慌影したポスター画像が用いられたのだ

が，低解像度で撮影しているらしく，演者の指示した場所を拡

大するとぼやけて文字や図が見えなくなってしまった。発表後す

ぐにポスターははがされ，演者に返されるため，ポスターの前で

活発に質疑応答が行われることは無かった。苦心して作ったポ

スターを遠くから，しかも 10分間しか見てもらえないのは我慢

ならず，大会組織委員の一人に「ポスターセッションの意味が

~!\~いだろ う 」 と苦言を呈してしまった。 そのためか，翌日のポス

ターセッションでは，演者はパネルの前に立ち，デ、ジタルビ、デ、オ

カメラで、煩った映像を笑況中継する形に変更された。こちらの

集合写真 (FIC02008大会組織の快諾による)

本意が伝わらなかったのは残念だが，演者の中には，ポスター

のデジタルデータを大会スタッフに渡す者，ポスターとは別にパ

ワーポイン卜を作ってきた者，ポスターを作らず、にパワーポイン

卜を作ってきた者など，この発表形式に対応している者もいた。

おそらく，この不思議な発表形式には何らかの意味と背景がある

と思うのだが， A.ralくaki氏らに尋ねたものの分からなかった。

27日は，養殖施設見学ツアー，各種観光ツアーなどが企画さ

れ，著者は海龍採集ツアーに参加した。早朝3時発の長距離ノT

スに乗ってリマを発ち， 4時間かけてピスコに移動，そこからタ

クシーで11時聞かけてようやく 目的地の海岸にたどり着いた。古

いセダンに乗って，砂漠の真ん中をロードムービーさながらに

突っ走った。111]から大分離れた地点でエンジンがオーバーヒー

トし， 車が1.1ニまった時は生きた心地がしなかった。皆で押すの

だろうかと案じていたところ，運転手が飲んでいた清涼飲料水

をおもむろに冷却]タンクに注ぎ入れ，再びエンジンがかかった。

l嘘みたいに良く 出来た話だが本当である。海岸は砂漠がそのま

ま海へ落ち込み，切り立った断崖となっていた。足場の不安定

な崖を 10mほど降りてようやく磯に出られるのだが，採集品で、

一杯になったクーラーボックスを担いで登るのは骨が折れたし，

参加者の一人が落石によって手に軽傷を負うなど，スリリング

な採集行であった。チリからぺルー沿岸は常時強い波が押し寄

せるそうで，著者は太平洋の荒波には慣れているつもりだった

が，波が打ち寄せる度に岩にしがみつかねばならなかった。二

度と来られないかも しれないという思し功3ら， 参加者は皆，時

聞を忘れて採集に没頭し，激しい波にずぶ濡れになりながらも

各々バケツや袋一杯に海藻を採集した。著者も 30種類以上の

海藻を採集，持ち帰ることが出来た。ピスコの海岸は，チリ沿

岸から北上してくる寒流のペルー (フンボルト)海流と，エク

アドル沿岸から南下してくる|断定のエルニーニョ海流の両方の

影響を受けているという。MαcrocystlSをはじめとして， 40 cm 

を超える Chondracanthuschamisoii， Prionitis decipiens， 

Rhodymen.ia jlαbellザoliαなど大型の海藻が目立つものの決し

て単調ではなく， 多種類の海部が生育するお勧めの採集地で、あっ

た。ただし上述の通り，採集地へは現地のガイドなしにたどり着
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くことは難しく，採集にはぺルー在住の海部研究者の協力が不

可欠である。

28日の夜は，ディナーパーティーが催された。ところが，開

始 10分前になって会場が変更になった。仙の参加者連にとって

も急な変更だったようで，全ての参加者が揃ったのは，ディナー

開始から1時間以上経ってからであった。ディ ナーは，海辺の

レス トランで行われた。料理はビュッフェスタイルとなっていて，

ぺルーの犠々 な*l!11土料理を楽しめた。ステージではマリネーラ

を始めとする伝統的な音楽と踊りが披露された。数々のパフォー

マンスが終わった後は，参加者がステージに上がってのダンス

パーティーとなった。独特のリズムに戸惑ったものの，ラテンの

情熱を堪能させてもらった。翌日の発表を気にすることなく，パー

ティーは夜中の2時過ぎまで続いたのだった。

ツアー日を除いた4日間に渡って行われた発表は，口頭発表

及び講演とポスターセッションとに分かれ，「分類j. r生態j. r生

物多様性j.r養殖j.rノTイオテクノロジー」の5つのテーマに沿っ

て行われた。口頭発表65件，講演 11件，ポスターセッション

92件と盛況だった。海藻と微細fI藻とが同じ会場で行われること
に不y!;iijの声もあったようだが，著者にとっては海務と微細部両方

に興味があるため，会場を移動する必要が1!l~ く であ りがたかった。

微細務は，珪務，渦鞭毛藻，シアノバクテリアに偏る傾向があり，

プロチス 卜 に関する発表は l 何ニも 1!l~かったもののその他のテーマ

では良くバランスが取れていた。特に日本では減少の一途をた

どっている 「分類」の発表数が他のテーマと変わらなかったこと

に驚いた。基礎から応用まで，それぞれの分野で、若手が育って

おり，お互いの仕事への関心も高くとても居心地が良かった。ま

た，中南米とし寸地理的条件から，亜寒帯から亜熱帯まで，淡

水域ではアンデス山脈の高山地域の微細説類相についての発表

もあり，多様な話をl聴くことが出来た。1=1=1でも特に興味を引かれ

たのは，中南米とカリブ海域全体の海藻の分布についての発表

で、あった。各国の海蹴相の記載を基にアオサ藻(緑謀).褐藻，

紅藻それぞれの共通種を求め 各地域の共通性や植物地理を論

じようというもので、大変興味深し、 しかし，残念ながら海部相の

記載が古い，分類学的に問題を抱えた種が多い，記載された種

パラカス国立保護区での採集ツアー

が少なすぎるなどの問題が多く，全体的な考察にはまだ早いと

し3う見解で、あった。著者は，形態分類と分子系統解析の両方が

出来，専門とする分類群に偏らず海藻全般に造詣が深いとの過

分な評価を受けたため，海藻相に関する共同研究を強く納めら

れた。特にチリとペルーの研究者連からは，北半球と南半球を

合めた太平洋沿岸全域でのグローパルな研究を通し， 各地域の

海藻相の正悦な担握が必要で、あると熱心に口説かれた。本大会

に参加し， 実際にペルーの海藻を観察して，いつか本格的に南

アメ リカ太平洋沿岸の海諜相の研究と日本の海践との比較をし

てみたいと思う と共に，今後日本， !i~~匡1. ぺルー， チ リ などの国々

の人々が互いに忌仰なく意見，情報交換が出来るよう役に立ち

たいものと強く思った。

大会はとても充実したものだったので，批判的な事を言いたく

はないのだが，大会組織委員会のルーズさには最初から最後ま

で振り回されっ放しで、あった。大会準備は大変逼迫していたよ

うで，プログラムは大会前夜まで届カか当ずず、，参力加加日l者の多くは会j場み必; 

に着くまで

は25日の夕方方.にようやく会場に肝周iいた。また，そもそもプログ

ラムはあって無いようなもので，毎日 LI時間遅れが当たり前， 罰

表JI闘も頻繁に入れ替わり，ポスターセッションに至っては5件に

l件が演者不在で発表11寺聞も守られなかった。もう一つ気になっ

たのは，参加者のマナーの悪さである。発表中に携帯電話の若

信音が何度もl鳴り響き 1こ|こlには電話に出てそのまま話し続ける者・

までいた。また，ほぼ全ての発表で、デ、ジタルカメラによる撮影が

行われていた。パワーポイントをむやみに撮影するのは控えるべ

きだと思う。次回は3年後にアルゼ、ンチンで開催されるという。

ポスターセッションの在り方と合わせて，少しでも改善されるこ

とを強iく躍!っている。

最後に，採集ツアーの写真を送って 下さった Cho氏， 集A

写真の掲載を快諾して下さった大会組織委員長ーCesarCordova 

Castaneda氏(サン ・マルコス大学).スペイン語の分からなし a

著者を常に気遣い，サポートして下さった Arakaki氏に感謝の

)~i~を表 します。

(予定邦大学大学院理学研究科)




